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税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
・
中
学
生
の
標
語
萱
雀
木

　
国
税
庁
を
は
じ
め
国
税
局
・
税

務
署
で
は
、
本
年
度
も
全
国
の
高

校
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」

を
、
ま
た
、
中
学
生
か
ら
「
税
に

関
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
作
文
・
標
語
と
も

税
に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
結

年中組

「
犠

〆〆漣
嚇 ＼

紹
ぎ
ー
ー
ノ

構
で
す
。

　
受
付
は
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
高
校
生
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。▽
作
　
文

・
応
募
数
　
　
】
人
一
編
　
三
、
0

こばやしあやこさん

　　　　　＼。　　　　　　，！一噌／
　　　　　　「、、　　　．一一聯副

スイカを食べようと思っている所

磁
胤

おのづかだいすけくんぼくのかお

　
　
　
　
　
O
O
字
以
内

Q
締
切
日
　
几
月
五
日
（
土
）

・
表
　
彰
　
優
秀
作
品
に
は
、
国

　
　
　
　
　
税
長
官
賞
や
国
税
局

　
　
　
　
　
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ

　
　
　
　
　
ま
す
。

▽
標
　
語

徽

たかはしまやさん三人でスイカを食べに行く所

・
応
募
数

・
締
切
H

・
表
　
彰

一
人
一
編

九
月
κ
日
（
土
）

優
秀
作
品
に
は
、
国

税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　■一“臼
＝．＿

㎝
こ
よ
み

▼
六
月
の
で
き
ご
と

6
H
口9
H

27　25　23　22　　　　18　17　16　　　　14　13　　　　12　11
　　　　　　　　　　　　〃

H　H　H日　　H　i1日　　H　H　　日日

出
稼
ぎ
共
助
会
運
営
委
員

会水
田
農
業
確
立
対
策
協
議

会総
合
検
診
打
合
せ
会

議
会
建
設
委
員
会

〃
産
経
委
員
会

〃
建
設
委
員
会

松
之
山
小
黒
倉
分
校
閉
校

式部
落
総
代
会

議
会
総
務
民
生
委
員
会

新
潟
県
婦
人
連
盟
総
会

農
業
所
得
調
査
員
会
議

町
総
合
健
診
（
2
7
H
ま
で
）

農
業
者
年
金
相
談
会

六
月
議
会
定
例
会

議
会
産
経
委
員
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

29

H
　
ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

30

日
　
町
消
防
半
日
訓
練

〃
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
七
月
の
予
定

1
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

〃
　
第
2
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
大
会

6
日
　
国
保
運
営
協
議
会

12

日
　
町
消
防
大
会

22

日
　
町
民
つ
な
引
き
大
会

26

目
　
町
民
体
育
大
会

　
も
う
、
と
っ
く
に
梅
雨
入
り
し

た
と
い
う
の
に
、
ほ
と
ん
ど
ま
と

ま
っ
た
雨
が
降
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
カ
ラ
梅
雨
で
終
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
農
家
に
と
っ
て
は
降
る

時
期
に
降
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
田

ん
ぼ
の
水
が
心
配
で
す
。
こ
の
後
、

冷
夏
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
で

す
が
！

　
六
月
に
行
わ
れ
た
．
町
総
A
・
健

診
”
に
は
、
去
年
を
大
幅
に
上
回

る
受
診
者
が
あ
り
、
各
種
検
診
の

受
診
率
も
か
な
り
伸
び
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
胃
ガ
ン
検
診
の
受
診

者
が
一
五
〇
人
以
上
増
え
、
ガ
ン

や
健
康
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が

伺
え
ま
す
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
87
年
7
月
号
日
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

「
・
発
行
／
松
之
山
町
窩
3
1
3
1

□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

環
、

〆
、

　　　第3回町民つな引き大会　19878月号（恥138）

8月1日現在　□総人口4，168人（一4）□男2，036人（±0）口女2，132人（一4）口世帯数1，231戸（一3）

（）内は7月1日との比較
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まつのやま（2）

、思

っ
て
い
た
よ
り
雪
が

　　　　、磯簾露隻押騨瀞

－礎盤

な矯．箸
　噸

大厳寺の下から、

貯蔵していた雪が

ダンプカーで続々

と運ばれて来る。

“雪ダルマ“も暑

そうに見えます。

㌧、

つ
ま

　
　
‘

い
あ
り
ま
し
た
。

豪
雪
塾
第
三
弾
”
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
∬
大
成
功

　
浦
田
地
区
の
若
者
が
中
心
と
な

っ
て
企
画
・
実
行
し
て
い
る
豪
嘗

塾
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
弾
”
真
夏
の

か
ま
く
ら
塾
”
が
、
七
月
十
八
・

十
九
日
の
二
日
問
に
わ
た
っ
て
開

塾
さ
れ
、
関
東
を
中
心
に
五
十
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
厳
寺
高
原
の
下
に
囲
っ
て
あ

っ
た
雪
を
使
っ
て
の
こ
の
イ
ベ
ン

ト
、
過
去
二
回
の
経
験
を
ふ
る
に

生
か
し
て
素
晴
ら
し
い
企
画
が
満

載
さ
れ
、
参
加
者
は
大
喜
こ
び
で

し
た
．

　
十
八
日
の
午
後
二
時
頃
、
雷
を

と
も
な
う
に
わ
か
雨
が
降
る
中
、

浦
田
に
到
着
し
た
一
行
は
、
雨
の

止
む
の
を
待
っ
て
中
原
の
奥
に
作

ら
れ
た
“
か
ま
く
ら
塾
”
の
広
場

に
向
い
ま
し
た
。
広
場
に
は
貯
蔵

さ
れ
て
い
た
牽
、
で
滑
り
台
や
雪
ダ

ル
マ
、
か
ま
く
ら
な
ど
が
作
ら
れ

て
お
り
、
現
地
に
つ
い
た
参
加
者

は
、
早
速
霊
遊
び
を
始
め
、
栄
、
中

宝
探
し
や
ソ
ソ
遊
び
、
か
ま
く
ら

作
り
に
と
大
人
も
ヂ
供
も
真
夏
の

雪
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
雨
が

上
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
．

　
雪
遊
び
で
ひ
と
と
き
を
過
し
た

一
行
を
待
っ
て
い
た
も
の
は
“
げ

て
も
の
パ
ー
テ
ィ
”
。
マ
ム
シ
・

ド
ジ
ョ
ウ
・
穴
熊
・
カ
ラ
ス
H
ハ
な

ど
の
焼
肉
（
も
ち
ろ
ん
普
通
の
肉

も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
）
で
す
。

ド
ラ
ム
缶
と
鉄
板
・
金
ア
ミ
で
作

っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
が
川

意
さ
れ
、
そ
れ
を
囲
ん
で
の
に
ぎ

や
か
な
。
ハ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

三
代
目
塾
長
　
早
川
順
一
さ
ん

　　糞　　　　、
「ノ1￥さなかまくらも作りましたq

子供たちの遊ぴ場

ち
ょ
っ
と
緊
張
ぎ
み
か
な
！

ら

、
篭

‘
噂

蟻

も啄

大人も子供も“かまくら噛

作りに一生けん命

　
薄
暗
く
な
つ
た
所
で
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
火
が
入
れ
ら
れ
、

夏
の
夜
空
を
焦
が
す
火
を
み
ん
な

で
見
守
り
な
が
ら
民
泊
先
へ
と
山

を
下
り
、
一
日
目
の
日
程
を
無
弱

終
了
し
ま
し
た
。

　
二
H
目
は
、
漢
流
釣
り
・
ワ
ラ

細
工
・
由
菜
採
り
の
三
班
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
地
疋
の
人
か

ら
指
導
や
案
内
を
し
て
も
ら
い
午

前
中
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
、
お
昼
に

全
員
が
集
合
し
て
最
後
の
パ
ー
テ

ィ
“
そ
う
め
ん
流
し
”
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
“
そ
う
め
ん
流
し
”

も
道
H
パ
作
り
に
大
変
苦
労
し
た
そ

う
で
、
竹
の
長
さ
や
割
り
具
合
、

節
の
削
り
方
な
ど
試
験
を
重
ね
た

結
果
出
来
た
も
の
で
、
参
加
者
か

　避舗

子供たちより大人の方が楽しそうに．

　　　　のに。　　　　　　ざ

ら
大
好
評
を
得
て
、
関
係
者
一
同

自
信
を
深
め
た
よ
う
で
す
。
　
（
も

っ
と
も
、
完
成
す
る
ま
で
の
試
食

量
が
す
ご
か
っ
た
と
い
ラ
話
も
…
）

　
こ
の
”
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
”

ち
ょ
う
ど
夏
休
み
直
前
の
土
・
日

に
実
施
し
た
た
め
、
参
加
者
が
ち

よ
っ
と
少
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た

が
、
関
束
地
方
の
ヂ
供
達
が
夏
休

み
中
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
沢
山

の
応
募
が
あ
っ
た
か
想
像
で
き
な

い
所
で
す
ね
．

　
秋
に
は
第
四
弾
も
用
意
し
て
い

る
と
か
。
年
四
回
は
大
変
で
し
よ

う
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

鶴
マl

　　j▲　　　　 ．

テントの下で“げて物焼肉パーティー噛

「これはドジョウだぞ！」子供たちレ
は何にでもチャレンジしていました。

譲
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な矯．箸
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大厳寺の下から、

貯蔵していた雪が
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と運ばれて来る。
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投票日は8月29日（土）

町議会議員選挙町長・

　
松
之
山
町
長
・
町
議
会
議
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
は
、
八
月

二
十
四
日
（
月
）
に
告
示
、
二
十

九
日
（
土
）
が
投
票
日
で
す
。
議

員
の
定
数
は
、
今
回
か
ら
十
六
名

と
な
り
ま
す
。

　
二
十
九
日
夜
半
に
は
、
新
町
長

及
び
、
十
六
名
の
新
議
貝
が
誕
生

し
ま
す
。

　
町
長
選
・
町
議
選
と
も
に
、
今

後
四
年
間
の
町
政
を
ま
か
せ
る
人

を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。
こ
の

身
近
な
選
挙
に
、
住
民
の
代
表
と

し
て
立
派
な
人
を
選
ぶ
こ
と
が
選

挙
民
の
責
任
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
往
々
に
し
て
地
方
選
挙
は
情

実
に
支
配
さ
れ
自
分
の
意
志
に
反

し
、
異
な
っ
た
行
動
を
し
が
ち
な

も
の
で
す
．

　
候
補
者
の
人
格
・
識
見
を
よ
く

見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
、

貴
重
な
｝
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
、
み
ん
な
で
投
票
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

◎
投
票
す
る
と
き

▽
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
七

　
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

▽
投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず

　
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
候
補
者
の
名
前
は
、
は
っ
き
り

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
字
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
目
が

　
不
自
由
で
書
け
な
い
時
は
、
投

票
所
で
係
員
に
巾
し
出
れ
ば
代

　
理
投
票
の
補
助
者
か
ら
代
筆
し

　
て
も
ら
え
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

　
や
む
を
得
な
い
用
事
な
ど
で
、

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

　
人
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た

　
書
類
を
提
出
し
て
不
在
者
投
票

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
月
　
七
月
二
十
四
日
（
月
）

　
　
か
ら
二
十
八
日
（
金
）
ま

　
　
で
．

▽
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
午
後
五
時
ま
で
．

立
候
檎
…

町長・町議会議員選挙日程黍

▽
場
所
　
松
之
山
町
役
場

▽
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑
・
入
場
券
（
履
か
な
い

　
場
合
は
身
分
を
あ
き
ら
か
に

　
出
来
る
物
）

◎
開

▼
日
時

▼
会
場

票

八
月
二
十
九
日
（
土
）

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

松
之
山
町
役
場
二
階
議

場

εん巷人島選び庭帆
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◎『￥　（（1

期　　　　日 事　　　　　　　　　　項

8月10日（月） 立候補予定者説明会

8月23日（日） 選挙人名簿登録の基準日・登録日

8月24日（月）

選挙の告示旧

立候補届受付（役場）

（午前8時30分から午後5時まで）

選挙人名簿縦覧開始日

不在者投票開始

8月25日（火） 選挙入名簿縦覧締切日

8月26日（水） 選挙立合人届出締切り（午後5時まで）

8月29日（土）
投票日（午前7時から午後6時まで）

開票（午後7時30分より）

8月31日（月） 当選証書付与

こ‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
試
み
て
い
ま
す
が
、
そ
の
雪
を

こ
　
“

こ

雪
“

蒐1、ノ

　糊’弟～

櫨

使
っ
て
”
真
夏
の
雪
ま
つ
り
”
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
誓
ま
つ
り
の
内
容
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
無
料
バ
ス

も
出
ま
す
の
で
お
盆
帰
え
り
の
方

な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、
是
非
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
真
夏
の
雪
ま
つ
り
内
容

▽
八
月
十
五
日
・
午
後
三
時
～
六

　
時
ま
で
。
　
（
雨
天
決
行
）

▽
場
所
　
大
厳
寺
高
原

▽
主
催
　
松
之
山
町
観
光
協
会

共
催
　
松
之
山
町
・
町
商
工
会
・

松
里
特
用
林
産
生
産
組
合

◎
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
需
上
つ
な
引
き
大
会

．
『
組
の
構
成
　
五
名
（
男
性
三

　
人
．
女
性
二
人
・
体
重
制
限
な

　
し
）
　
た
だ
し
、
全
員
裸
足
で

　
行
う
。
先
着
十
組
ま
で
。

．
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

　
行
う
．

．
一
位
～
三
位
の
賞
品
は
、
三
万

　
円
か
ら
㎜
万
円
の
希
望
館
又
は
、

　
ば
ー
ど
が
ー
で
ん
の
利
用
券
．
，

※
申
し
込
み
は
、
町
振
興
課
ま
で
。

▽
ジ
ャ
ン
ボ
か
き
永

▽
雪
上
開
放
タ
イ
ム

　
、
、
、
ニ
ス
キ
i
・
ソ
リ
な
ど

▽
鉄
板
焼
食
べ
放
題

・
大
人
｝
、
○
○
○
円

・
小
学
生
以
下
　
五
〇
〇
円

※
売
店
　
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
・
ビ

　
ー
ル
等
売
っ
て
い
ま
す
。

◎無料送迎バス運行予定　　　　　8月15日
O行　　き

　　役場発→湯．山→湯本入・→松里農協→天水越公会堂→大厳寺着
　　PM2：30　2・35　2：40　　2：45　　2：50　　、3二〇〇
〇帰　　り

　　大厳拳発→天水越公会堂→松里農協→湯本入・→湯山→役場着
　　PM6・00　　6：10　　6：15　　6：20　6：25　6：30

人
権
擁
護
委
員

福
原
一
雄
さ
ん

永
年
の
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る

　
こ
の
度
、
天
水
越
の
福
原
一
雄

さ
ん
に
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
本
的
人
権
が
き
ち
ん
と
守
ら

れ
、
明
る
い
市
民
生
活
が
出
来
る

よ
う
日
頃
か
ら
相
談
な
ど
に
応
じ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。／！　　　∫

　　ド　　ド　　凧‘ヘ　　ヘ
　　　リ　　9　　　・　　　　●
　　　5・　　〔
　　　，　　　ロ　　　　　　　レ
　　　ノ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　が

／幾劇
シートベルト着用推進遺動
　　（8月1日～31日）
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投票日は8月29日（土）

町議会議員選挙町長・

　
松
之
山
町
長
・
町
議
会
議
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
は
、
八
月

二
十
四
日
（
月
）
に
告
示
、
二
十

九
日
（
土
）
が
投
票
日
で
す
。
議

員
の
定
数
は
、
今
回
か
ら
十
六
名

と
な
り
ま
す
。

　
二
十
九
日
夜
半
に
は
、
新
町
長

及
び
、
十
六
名
の
新
議
貝
が
誕
生

し
ま
す
。

　
町
長
選
・
町
議
選
と
も
に
、
今

後
四
年
間
の
町
政
を
ま
か
せ
る
人

を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す
。
こ
の

身
近
な
選
挙
に
、
住
民
の
代
表
と

し
て
立
派
な
人
を
選
ぶ
こ
と
が
選

挙
民
の
責
任
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
往
々
に
し
て
地
方
選
挙
は
情

実
に
支
配
さ
れ
自
分
の
意
志
に
反

し
、
異
な
っ
た
行
動
を
し
が
ち
な

も
の
で
す
．

　
候
補
者
の
人
格
・
識
見
を
よ
く

見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
、

貴
重
な
｝
票
を
棄
権
す
る
こ
と
な

く
、
み
ん
な
で
投
票
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

◎
投
票
す
る
と
き

▽
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
七

　
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

▽
投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず

　
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
候
補
者
の
名
前
は
、
は
っ
き
り

　
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
字
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
目
が

　
不
自
由
で
書
け
な
い
時
は
、
投

票
所
で
係
員
に
巾
し
出
れ
ば
代

　
理
投
票
の
補
助
者
か
ら
代
筆
し

　
て
も
ら
え
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

　
や
む
を
得
な
い
用
事
な
ど
で
、

　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

　
人
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た

　
書
類
を
提
出
し
て
不
在
者
投
票

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
月
　
七
月
二
十
四
日
（
月
）

　
　
か
ら
二
十
八
日
（
金
）
ま

　
　
で
．

▽
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
　
午
後
五
時
ま
で
．

立
候
檎
…

町長・町議会議員選挙日程黍
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持
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い
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合
は
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分
を
あ
き
ら
か
に
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来
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物
）

◎
開
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時
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会
場

票

八
月
二
十
九
日
（
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立候補届受付（役場）
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選挙人名簿縦覧開始日

不在者投票開始

8月25日（火） 選挙入名簿縦覧締切日

8月26日（水） 選挙立合人届出締切り（午後5時まで）
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投票日（午前7時から午後6時まで）

開票（午後7時30分より）

8月31日（月） 当選証書付与
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を
試
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い
ま
す
が
、
そ
の
雪
を

こ
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こ

雪
“
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櫨

使
っ
て
”
真
夏
の
雪
ま
つ
り
”
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
誓
ま
つ
り
の
内
容
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
無
料
バ
ス

も
出
ま
す
の
で
お
盆
帰
え
り
の
方

な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、
是
非
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
真
夏
の
雪
ま
つ
り
内
容

▽
八
月
十
五
日
・
午
後
三
時
～
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時
ま
で
。
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天
決
行
）

▽
場
所
　
大
厳
寺
高
原

▽
主
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松
之
山
町
観
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協
会

共
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松
之
山
町
・
町
商
工
会
・

松
里
特
用
林
産
生
産
組
合

◎
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
需
上
つ
な
引
き
大
会

．
『
組
の
構
成
　
五
名
（
男
性
三

　
人
．
女
性
二
人
・
体
重
制
限
な

　
し
）
　
た
だ
し
、
全
員
裸
足
で

　
行
う
。
先
着
十
組
ま
で
。

．
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

　
行
う
．

．
一
位
～
三
位
の
賞
品
は
、
三
万

　
円
か
ら
㎜
万
円
の
希
望
館
又
は
、

　
ば
ー
ど
が
ー
で
ん
の
利
用
券
．
，

※
申
し
込
み
は
、
町
振
興
課
ま
で
。

▽
ジ
ャ
ン
ボ
か
き
永
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雪
上
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放
タ
イ
ム

　
、
、
、
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キ
i
・
ソ
リ
な
ど
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鉄
板
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べ
放
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・
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下
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円
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店
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・
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等
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ま
す
。
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会
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。

　
基
本
的
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市
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まつのやま（6）

紮

公
民
館

　
　
　
　
　
　
情
報

さ
わ
や
か
早
朝
体
操
に

　
　
　
沢
山
の
町
民
が
参
加
！

　
町
で
は
体
力
づ
く
り
運
動
の
一

つ
と
し
て
”
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
”

を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
五
月
二
十
四
日
（
日
）
か

ら
始
め
て
七
月
十
九
日
に
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
九
回
行
わ
れ

た
体
操
に
町
中
で
九
一
六
名
の
方

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
一
回
し
か
出
れ
な
か
っ

た
人
も
い
ま
し
た
が
、
六
回
以
上

出
た
人
が
七
六
〇
人
も
い
て
、
こ

の
人
達
に
は
町
体
協
よ
り
認
定
証

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
い
部
落
の
発
表
は
、

い
つ
も
で
す
と
、
町
民
体
育
大
会

の
と
き
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
雨
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
こ
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
．

▽
第
一
部
門
　
（
人
口
二
二
〇
人

以
上
）
　
　
　
出
席
率

一
位
下
川
手
八
一
・
二
％

二
位
　
湯
山
　
　
三
九
・
O
％

三
位
　
東
川
　
　
三
一
．
八
％

▽
第
二
部
門
　
　
（
人
口
七
〇
～
一

　
二
九
人
ま
で
）

一
位
下
蝦
池
四
四
・
七
％

二
位
　
北
浦
田
　
四
二
・
六
％

三
位
　
上
蝦
池
　
三
八
・
一
％

▽
第
三
部
門
　
　
（
人
口
七
〇
人
未

　
満
）
一
位
東
山
　

六
五
・
二
％

二
位
　
赤
倉
　
　
六
三
・
六
％

三
位
　
坪
野
　
　
五
七
・
一
％

撃愈グ

、
〆

　
　
　
　
　
瑳
　
。

魂

東
頸
城
郡
青
年
大
会

　
　
松
之
山
町
で
盛
大
に
開
催

　
郡
内
の
青
年
が
年
に
一
度
集
ま

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
松
之
山
の
各

施
設
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
種
目
は
、
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

卓
球
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
軟
式
野

球
（
今
回
は
雨
で
中
止
）
が
あ
り
、

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
種
目
と
し
て
硬

式
テ
ニ
ス
と
卓
球
個
人
戦
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
優
勝
、
総
合
優
勝
が
競
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
（
　
）
内
は
参
加
数

▽
男
子
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
五
）

優
勝
安
塚
町

二
位
松
之
山
町

三
位
牧
村

▽
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
四
）

優
勝
浦
川
原
村

一
一
位
大
島
村

三
位
　
松
之
山
町

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
（
三
）

優
勝
安
塚
町

二
位
牧
村

三二優▽三二優▽三イ立｛立1勝卓｛立｛立勝ノぐイ立

　　　　　　　　ド
安松牧　 松牧松ミ松
塚之　球之　代ン代
町山村＿山村町ト町
　町　　四町　　　ン

　　　　　　　　三！」．

　
　
こ
の
大
会
は
、

　
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た

　
た
め
、

　
し
た
町
村
力

　
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

喋
垂
…
…
肇
…
｝
…
…
…
華
…
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冨
…
…
…
彗
一
…
…
…
…
…
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…
垂
一
…
…
…
「
婁
…
…
…
…
…
一
藝
…
塁
…

…

松
代
町
牧
村

松
之
山
町

球
（
四
）

牧
村

松
之
山
町

安
塚
町

　
　
　
　
上
越
及
び
県
大

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
優
勝

　
、
、
、
、
郡
の
代
表
と
し
て

　　　　　　　　ぼロ　　ツ　ハ　　　　しド　　　　ロ　　　

真夏の成人式

美人林に雪を運んで！

8月14日
　
　
松
之
山
町
の
成
人
式
は
、
毎
年

　
八
月
十
四
日
に
実
施
し
て
お
り
ま

　
す
が
、
今
年
は
、
今
ま
で
と
ガ
ラ

　
リ
と
変
っ
た
企
画
で
二
十
歳
の
門

　
出
を
祝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
成
人
式
対
象
者
（
昭
四

　
十
二
年
四
月
二
日
～
四
十
三
年
四

　
月
一
日
生
■
）
は
、
男
女
合
わ
せ
て

　
九
十
六
名
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

　
ど
が
町
外
に
出
て
い
る
方
で
す
。

　
　
さ
て
、
新
企
画
の
内
容
は
と
い

　
い
ま
す
と
、
大
厳
寺
牧
場
に
貯
蔵

　
し
て
あ
る
雪
を
松
口
の
美
人
林
に

　
運
ん
で
”
真
夏
の
雪
と
ブ
ナ
林
の

　
成
人
式
”
を
行
お
う
と
い
う
も
の

　
で
す
．

　
　
「
雪
の
白
さ
の
よ
う
に
純
粋
で
、

　
ブ
ナ
の
新
緑
の
よ
う
に
清
楚
な
心

　
で
成
人
式
を
迎
え
て
ほ
し
い
。
」
と

　
い
う
よ
う
な
．
願
い
が
、
こ
の
企
画

　
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
思

　
わ
れ
ま
す
。
果
し
て
こ
の
企
．
画
、

　
新
人
類
と
い
わ
れ
て
い
る
若
者
に

　
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
興
味

　
の
あ
る
所
で
す
。

　
　
ま
た
、
こ
の
成
人
式
に
あ
た
り
、

　
　
父
と
子
両
方
か
ら
二
十
歳
の
メ
ッ

　
　
セ
ー
ジ
を
書
い
て
交
換
し
あ
う
企

　
　
画
も
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
成
人

　
　
式
と
な
る
事
で
し
よ
う
。
、

嶺旧
謝幽嶺剛蹴獅踊嶺揃棚剛噛鵬嶺凱

㎜
・

賜剛蹴謝縦期㎜轟
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夏
本
番
！

　
　
　
　
食
中
毒
に

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
大
型
食

中
毒
が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。　
七
月
に
入
っ
て
食
中
毒
に
よ
る

事
故
が
相
継
ぎ
、
特
に
こ
こ
数
年

多
発
し
て
い
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に

よ
る
食
中
毒
も
一
件
発
生
し
ま
し

た
。　
こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
行
楽
、
お

祭
り
、
お
盆
等
の
食
品
に
よ
る
事

故
の
多
発
時
期
を
迎
え
、
次
の
よ

ご
注
意
を

う
な
事
に
注
意
し
て
食
中
毒
に
な

ら
な
い
よ
う
万
全
の
努
力
を
し
て

下
さ
い
。

◎
食
品
の
調
理
と
保
存
に
対
す
る

0
調
理
は
「
清
潔
」
「
迅
速
」
「
加

　
熱
又
は
冷
却
」
の
食
品
衛
生
の

　
三
原
則
を
守
る
こ
と
。

⇔
魚
介
類
に
つ
い
て
は
、
腸
炎
ビ

　
ブ
リ
オ
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め

　
十
分
に
水
洗
い
を
行
う
。

福祉年金

）
司
艮
”
．
洋
L
・
よ
㌫
二
、
先
争
、
ル
叉

　
　
む
ヌ

お
ヨ
フ
キ
バ
し
ド
こ
　
　
　
へ
　
も
で
　
　
メ
オ

　
菌
、
乾
燥
し
た
も
の
を
使
う
。

㈹
冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
ま
た
過
信

　
し
な
い
こ
と
．

㈹
調
理
し
た
食
品
は
、
な
る
べ
く

　
早
く
食
べ
る
こ
と
。
ま
た
、
仕

　
出
し
料
理
・
会
席
料
理
の
家
庭

　
へ
の
持
ち
帰
り
は
な
る
べ
く
避

　
け
る
こ
と
。

◎
飲
用
水
の
衛
生
管
理

　
水
道
水
以
外
の
飲
用
水
（
井
戸

　
水
等
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

　
は
、
水
源
の
汚
染
に
セ
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
水
の
少
な

　
く
な
る
痔
な
ど
。

お金をもらったら証書を

役場へお返し下さい。

　
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
毎

年
、
八
月
期
（
四
月
～
し
月
分
）

の
支
払
い
を
受
け
ま
し
た
ら
役
場

の
年
金
係
に
、
国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
て
所
得
の
状
況
な
ど
の
審

査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
証
書
は
緑
色
の
も
の
で
す
。
）

　
審
査
の
結
果
支
給
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
す
と
、
証
書
に
そ
の
年

の
八
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の

向
う
一
年
問
に
支
払
わ
れ
る
年
金

額
を
、
記
入
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

　
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
審

査
に
手
間
ど
り
、
十
一
月
の
支
払

期
に
問
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
八
月
期
の
支
払
い
を
、
愛
け
ま

し
た
ら
、
早
目
に
証
審
を
役
場
の

年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
歯
槽
膿
漏
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
歯
の
周
り
に
つ
い
た
歯
．
与
・
薩

石
を
除
去
し
な
い
で
放
っ
て
お
く

と
、
歯
槽
膿
漏
と
い
う
病
気
に
な

り
、
歯
槽
骨
が
溶
け
て
グ
ラ
グ
ラ

し
て
き
て
、
し
ま
い
に
は
そ
の
歯

を
抜
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
の
原
因
に
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、
家
庭
で
歯
槽
膿
漏
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　
歯
の
表
、
面
に
歯
石
が
溜
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
歯
を
み
が
く

こ
と
は
大
変
有
効
な
方
法
で
す
。

　
歯
の
表
而
に
つ
い
た
汚
れ
、
す

な
わ
ち
歯
垢
を
と
ら
な
い
で
お
く

と
次
第
に
歯
．
石
と
な
り
固
く
な
っ

て
　
歯
ブ
ラ
シ
で
は
と
れ
な
く
な

っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
歯
．
垢

を
溜
め
な
い
よ
う
に
、
食
後
十
分

に
歯
み
が
き
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
．　
さ
ら
に
、
歯
石
が
つ
い
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
白
分
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
半
年
か

一
年
に
一
回
は
歯
医
者
さ
ん
へ
行

っ
て
診
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
と
い
う
病
気
も
む
し

歯
と
同
様
に
、
一
方
通
行
の
病
気

で
す
。
皆
さ
ん
、
十
分
に
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
し
て
歯
槽
膿
漏
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　福祉年金
・騰欝
　　フン’聖“＼

　　識
昏⑬戚

出
稼
ぎ
労
働
者
相
談
会
の
開
催

　
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
出
稼

ぎ
先
相
談
会
を
、
次
の
よ
う
な

日
稚
で
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
上
越
公
共
職
業
安
定
所
の
出

稼
ぎ
相
談
会

▽
愛
知
県
公
共
職
業
安
定
所
の

出
稼
ぎ
相
談
会

▽
相
談
日
時

　
九
月
十
日
（
木
）
・
午
前
九

時
三
＋
分

▽
会
場

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
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さ
わ
や
か
早
朝
体
操
に

　
　
　
沢
山
の
町
民
が
参
加
！

　
町
で
は
体
力
づ
く
り
運
動
の
一

つ
と
し
て
”
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
”

を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
五
月
二
十
四
日
（
日
）
か

ら
始
め
て
七
月
十
九
日
に
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
九
回
行
わ
れ

た
体
操
に
町
中
で
九
一
六
名
の
方

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
一
回
し
か
出
れ
な
か
っ

た
人
も
い
ま
し
た
が
、
六
回
以
上

出
た
人
が
七
六
〇
人
も
い
て
、
こ

の
人
達
に
は
町
体
協
よ
り
認
定
証

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
い
部
落
の
発
表
は
、

い
つ
も
で
す
と
、
町
民
体
育
大
会

の
と
き
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
雨
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
こ
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
．

▽
第
一
部
門
　
（
人
口
二
二
〇
人

以
上
）
　
　
　
出
席
率

一
位
下
川
手
八
一
・
二
％

二
位
　
湯
山
　
　
三
九
・
O
％

三
位
　
東
川
　
　
三
一
．
八
％

▽
第
二
部
門
　
　
（
人
口
七
〇
～
一

　
二
九
人
ま
で
）

一
位
下
蝦
池
四
四
・
七
％

二
位
　
北
浦
田
　
四
二
・
六
％

三
位
　
上
蝦
池
　
三
八
・
一
％

▽
第
三
部
門
　
　
（
人
口
七
〇
人
未

　
満
）
一
位
東
山
　

六
五
・
二
％

二
位
　
赤
倉
　
　
六
三
・
六
％

三
位
　
坪
野
　
　
五
七
・
一
％

撃愈グ

、
〆

　
　
　
　
　
瑳
　
。

魂

東
頸
城
郡
青
年
大
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松
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山
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催
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ツ
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催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
松
之
山
の
各

施
設
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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・
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ス
ケ
ッ
ト
ボ
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ル
・

卓
球
・
バ
ト
ミ
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・
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式
野

球
（
今
回
は
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で
中
止
）
が
あ
り
、

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
種
目
と
し
て
硬

式
テ
ニ
ス
と
卓
球
個
人
戦
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
優
勝
、
総
合
優
勝
が
競
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
（
　
）
内
は
参
加
数

▽
男
子
、
、
ハ
レ
ー
ボ
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ル
（
五
）

優
勝
安
塚
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二
位
松
之
山
町

三
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牧
村

▽
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子
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ル
（
四
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勝
浦
川
原
村

一
一
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大
島
村

三
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松
之
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バ
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　　　　　　　　三！」．

　
　
こ
の
大
会
は
、

　
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た

　
た
め
、

　
し
た
町
村
力

　
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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山
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成
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式
は
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毎
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八
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十
四
日
に
実
施
し
て
お
り
ま

　
す
が
、
今
年
は
、
今
ま
で
と
ガ
ラ

　
リ
と
変
っ
た
企
画
で
二
十
歳
の
門

　
出
を
祝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
今
年
の
成
人
式
対
象
者
（
昭
四

　
十
二
年
四
月
二
日
～
四
十
三
年
四

　
月
一
日
生
■
）
は
、
男
女
合
わ
せ
て

　
九
十
六
名
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

　
ど
が
町
外
に
出
て
い
る
方
で
す
。

　
　
さ
て
、
新
企
画
の
内
容
は
と
い

　
い
ま
す
と
、
大
厳
寺
牧
場
に
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蔵

　
し
て
あ
る
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を
松
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の
美
人
林
に

　
運
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”
真
夏
の
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と
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ナ
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の

　
成
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式
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を
行
お
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と
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う
も
の

　
で
す
．

　
　
「
雪
の
白
さ
の
よ
う
に
純
粋
で
、

　
ブ
ナ
の
新
緑
の
よ
う
に
清
楚
な
心

　
で
成
人
式
を
迎
え
て
ほ
し
い
。
」
と

　
い
う
よ
う
な
．
願
い
が
、
こ
の
企
画

　
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
思

　
わ
れ
ま
す
。
果
し
て
こ
の
企
．
画
、

　
新
人
類
と
い
わ
れ
て
い
る
若
者
に

　
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
興
味

　
の
あ
る
所
で
す
。

　
　
ま
た
、
こ
の
成
人
式
に
あ
た
り
、

　
　
父
と
子
両
方
か
ら
二
十
歳
の
メ
ッ

　
　
セ
ー
ジ
を
書
い
て
交
換
し
あ
う
企

　
　
画
も
あ
り
、
思
い
出
に
残
る
成
人

　
　
式
と
な
る
事
で
し
よ
う
。
、

嶺旧
謝幽嶺剛蹴獅踊嶺揃棚剛噛鵬嶺凱

㎜
・

賜剛蹴謝縦期㎜轟

σ）まつのやま

夏
本
番
！

　
　
　
　
食
中
毒
に

　
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
大
型
食

中
毒
が
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。　
七
月
に
入
っ
て
食
中
毒
に
よ
る

事
故
が
相
継
ぎ
、
特
に
こ
こ
数
年

多
発
し
て
い
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に

よ
る
食
中
毒
も
一
件
発
生
し
ま
し

た
。　
こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
行
楽
、
お

祭
り
、
お
盆
等
の
食
品
に
よ
る
事

故
の
多
発
時
期
を
迎
え
、
次
の
よ

ご
注
意
を

う
な
事
に
注
意
し
て
食
中
毒
に
な

ら
な
い
よ
う
万
全
の
努
力
を
し
て

下
さ
い
。

◎
食
品
の
調
理
と
保
存
に
対
す
る

0
調
理
は
「
清
潔
」
「
迅
速
」
「
加

　
熱
又
は
冷
却
」
の
食
品
衛
生
の

　
三
原
則
を
守
る
こ
と
。

⇔
魚
介
類
に
つ
い
て
は
、
腸
炎
ビ

　
ブ
リ
オ
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め

　
十
分
に
水
洗
い
を
行
う
。

福祉年金

）
司
艮
”
．
洋
L
・
よ
㌫
二
、
先
争
、
ル
叉

　
　
む
ヌ

お
ヨ
フ
キ
バ
し
ド
こ
　
　
　
へ
　
も
で
　
　
メ
オ

　
菌
、
乾
燥
し
た
も
の
を
使
う
。

㈹
冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
ま
た
過
信

　
し
な
い
こ
と
．

㈹
調
理
し
た
食
品
は
、
な
る
べ
く

　
早
く
食
べ
る
こ
と
。
ま
た
、
仕

　
出
し
料
理
・
会
席
料
理
の
家
庭

　
へ
の
持
ち
帰
り
は
な
る
べ
く
避

　
け
る
こ
と
。

◎
飲
用
水
の
衛
生
管
理

　
水
道
水
以
外
の
飲
用
水
（
井
戸

　
水
等
）
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

　
は
、
水
源
の
汚
染
に
セ
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
水
の
少
な

　
く
な
る
痔
な
ど
。

お金をもらったら証書を

役場へお返し下さい。

　
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
毎

年
、
八
月
期
（
四
月
～
し
月
分
）

の
支
払
い
を
受
け
ま
し
た
ら
役
場

の
年
金
係
に
、
国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
て
所
得
の
状
況
な
ど
の
審

査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
証
書
は
緑
色
の
も
の
で
す
。
）

　
審
査
の
結
果
支
給
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
す
と
、
証
書
に
そ
の
年

の
八
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の

向
う
一
年
問
に
支
払
わ
れ
る
年
金

額
を
、
記
入
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

　
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
審

査
に
手
間
ど
り
、
十
一
月
の
支
払

期
に
問
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
八
月
期
の
支
払
い
を
、
愛
け
ま

し
た
ら
、
早
目
に
証
審
を
役
場
の

年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
歯
槽
膿
漏
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
歯
の
周
り
に
つ
い
た
歯
．
与
・
薩

石
を
除
去
し
な
い
で
放
っ
て
お
く

と
、
歯
槽
膿
漏
と
い
う
病
気
に
な

り
、
歯
槽
骨
が
溶
け
て
グ
ラ
グ
ラ

し
て
き
て
、
し
ま
い
に
は
そ
の
歯

を
抜
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
の
原
因
に
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、
家
庭
で
歯
槽
膿
漏
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　
歯
の
表
、
面
に
歯
石
が
溜
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
歯
を
み
が
く

こ
と
は
大
変
有
効
な
方
法
で
す
。

　
歯
の
表
而
に
つ
い
た
汚
れ
、
す

な
わ
ち
歯
垢
を
と
ら
な
い
で
お
く

と
次
第
に
歯
．
石
と
な
り
固
く
な
っ

て
　
歯
ブ
ラ
シ
で
は
と
れ
な
く
な

っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
歯
．
垢

を
溜
め
な
い
よ
う
に
、
食
後
十
分

に
歯
み
が
き
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
．　
さ
ら
に
、
歯
石
が
つ
い
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
白
分
で
よ
く
わ
か

ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
半
年
か

一
年
に
一
回
は
歯
医
者
さ
ん
へ
行

っ
て
診
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
と
い
う
病
気
も
む
し

歯
と
同
様
に
、
一
方
通
行
の
病
気

で
す
。
皆
さ
ん
、
十
分
に
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
し
て
歯
槽
膿
漏
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　福祉年金
・騰欝
　　フン’聖“＼

　　識
昏⑬戚

出
稼
ぎ
労
働
者
相
談
会
の
開
催

　
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
出
稼

ぎ
先
相
談
会
を
、
次
の
よ
う
な

日
稚
で
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
上
越
公
共
職
業
安
定
所
の
出

稼
ぎ
相
談
会

▽
愛
知
県
公
共
職
業
安
定
所
の

出
稼
ぎ
相
談
会

▽
相
談
日
時

　
九
月
十
日
（
木
）
・
午
前
九

時
三
＋
分

▽
会
場

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
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松
之
山
町
消
防
大
会
開
催

　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
火
災
や
災

害
。
で
も
、
も
し
発
生
し
て
し
ま

つ
た
ら
；
…
。

　
消
防
団
に
対
弓
る
地
域
の
期
待

は
相
当
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
．
団
員
と
し
て
の
賛

任
感
．
使
命
感
も
お
の
ず
と
聾
く

な
っ
て
来
ま
す
。
少
な
い
団
員
が

よ
り
速
く
、
よ
り
適
確
に
、
し
か

も
よ
り
安
全
に
行
動
◎
る
事
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
消
防
団
員
の
士
気
高

揚
と
消
火
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

六
月

二
十
日
に
半
日

訓
練
、
七
月

士
日
に
消
防
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
十
二
日
の
消
防
大
会
は
雨
に
降

ら
れ
、
町
民
体
育
館
の
中
で
の
開

催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本

来
は
規
律
訓
練
・
ポ
ン
ブ
走
法
な

ど
行
う
の
で
◎
が
、

．
」
の
日
は
＼

無
火
災
部
落
の
表
彰
な
ど
式
典
が

主
な
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
お
盆
や
祭
り
な
ど
人

の
大
勢
集
ま
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
火
の
元
に
注
意
し
て
、
魚

火
災
の
日
が
皿
臼
も
長
く
続
く
よ

う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

馨懸

…艦躍
猟、

累誓

灘
．
幾

ま
・

　
　
匁
！
、

嘱
．
箇
／

蓮
ゼ
、
、
〆

　
　
　
軒
．
、

洗
舞
、
ず

魑
糞
、

ぜ二、rl’．7際㌣

ギ，ピ㌧ざ

1、i娘転

蟻鰹1、勲ゼ「＼ご

町中の消防団員が町民体育館に
　　　　　　かしり集合！「団長に頭～中！」

」

2
外
国
人
講
師
を
招
い
て
英
語
学
習

ジーンさんから授業を受ける1年生

　　みんな緊張ぎみかな？

　
松
之
山
中
学
校
で
は
、
英
語
の

基
礎
学
習
力
の
向
上
と
、
生
の
英

語
に
接
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
を

目
的
に
、
四
月
か
ら
二
週
間
に
皿

回
外
国
人
講
師
を
招
い
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
方

は
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
r
バ
ー
出

身
で
、
現
在
中
頸
城
郡
板
倉
町
に

住
ん
で
い
る
ジ
ー
ン
・
幽
下
さ
ん

で
す
。
こ
の
万
は
臼
本
入
の
だ
ん

松
之
山
中
学
校

な
さ
ん
と
二
人
の
子
供
さ
ん
と
共

に
来
臼
中
で
、
普
段
は
農
業
を
し

て
い
る
そ
う
で
弓
。

　
二
週
間
に
心
農
の
割
り
合
い
で

授
業
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
　
』
日

’
で

年
生
か
ら
三
葺
生
ま
で
教
え

て
行
か
れ
ま
◎
。

　
さ
て
、
授
業
の
様
了
は
と
い
い

ま
◎
と
、
ジ
ー
ン
さ
ん
は
日
本
語

が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
の
で
、
最

初
か
ら
最
後
ま
で
英
語
に
よ
る
会

品
と
な
り
ま
弓
。
生
徒
た
ち
は
や

や
緊
張
ぎ
み
に
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
次
第
に
馴
れ
て
来
た

み
た
い
で
弓
。

　
だ
ん
だ
ん
国
際
化
す
る
社
く
云
に

対
応
し
て
行
か
れ
る
よ
う
、
今
の

う
ち
か
ら
塁
礎
英
語
の
学
習
力
を

高
め
る
た
め
．
こ
の
機
会
を
十
分

沽
用
し
て
は
し
い
と
思
い
ま
◎
。

ん
な
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た
よ
～
！

　
七
月
十
四
日
、
町
民
体
育
館
で

買
之
山
保
育
所
の
運
動
会
が
行
わ

れ
、
色
ρ
な
競
技
や
踊
り
に
頑
張

り
ま
し
た
。

　
父
田
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

見
守
る
中
、
日
頃
練
習
し
た
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
、
ひ
と
つ
び
と

つ
の
レ
ー
ス
に
一
生
け
ん
命
の
子

供
た
ち
で
し
た
。
中
で
も
親
子
レ

ー
ス
な
ど
は
、
園
児
よ
り
も
お
田

さ
ん
た
ち
の
万
が
張
り
切
っ
て
い

る
み
た
い
で
、
子
供
た
ち
が
圧
倒

さ
れ
る
場
面
も
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
ま

し
た
。

　
非
常
に
沢
山
の
フ
ロ
ワ
ラ
ム
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
上
手

に
出
来
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
れ

た
先
生
万
、
本
当
に
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。

　
松
里
・
布
川
・
浦
田
の
各
保
育

園
で
も
、
に
ぎ
や
か
な
運
動
会
が

実
施
、
又
は
計
画
さ
れ
て
い
ま
ず
。

松
之
山
保
育
所
運
動
会

大人のつな引きに負けない迫力！

4
ま
た
ま
た
女
性
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占

　
　
　
　
　
　
　
－
塊
4
．
虚
層

雛鋤藁据
会場いっばいの参加者

　
七
月
二
十
二
日
の
夕
万
か
ら
夜

に
か
け
て
、
第
三
回
町
民
つ
な
引

き
大
会
が
行
わ
れ
、
男
女
合
わ
せ

て
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
回
を
追
う
ご
と
に
盛
大
と
な
っ

て
い
る
こ
の
大
会
で
す
が
、
こ
の

日
も
選
手
・
応
援
の
人
達
で
広
い

体
育
館
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　
さ
て
大
会
の
万
は
ど
う
な
っ
た

か
と
い
い
ま
す
と
．
前
回
の
反
省

か
ら
女
性
を
二
人
減
ら
し
て
一
チ

ー
ム
十
天
に
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
前
回
同
様
女
性
チ
ー
ム
が

上
位
（
四
位
ま
で
）
を
独
占
し
ま

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
　
「
何
と

い
う
強
さ
で
し
よ
う
四

主
催
者
側
と
し
て
は
．
ま
た
く

検
討
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
会
を
見
て
感
じ
た
事
は
、
女

性
チ
ー
ム
が
九
チ
ー
ム
も
出
場
し

て
華
や
か
に
な
っ
た
の
と
．
練
習

し
て
い
る
チ
ー
ム
は
、
や
は
り
強

第
三
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

い
。
次
の
大
会
に
備
え
て
練
習
し
、

女
性
に
負
け
な
い
チ
ー
ム
作
り
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
成
績
表

優
勝

準
優
勝
ユ
位

四
位

ミ
セ
ス
島
　
（
天
水
島
）

鉄
腕
マ
ド
ン
ナ
（
刀
）

カ
ル
ガ
モ
姉
妹
（
布
川
）

ミ
セ
ス
山
の
神
（
松
之

山
）

男
性
チ
ー
ム
の
中
で
一
番
強
か
っ

た
の
は
、
天
水
島
チ
r
ム
で
し
た
。

女性チームに負けるなよ一！

幽β

㌧
鎚

駕
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松
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町
消
防
大
会
開
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あ
っ
て
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な
ら
な
い
火
災
や
災

害
。
で
も
、
も
し
発
生
し
て
し
ま

つ
た
ら
；
…
。

　
消
防
団
に
対
弓
る
地
域
の
期
待

は
相
当
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
．
団
員
と
し
て
の
賛

任
感
．
使
命
感
も
お
の
ず
と
聾
く

な
っ
て
来
ま
す
。
少
な
い
団
員
が

よ
り
速
く
、
よ
り
適
確
に
、
し
か

も
よ
り
安
全
に
行
動
◎
る
事
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
消
防
団
員
の
士
気
高

揚
と
消
火
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、

六
月

二
十
日
に
半
日

訓
練
、
七
月

士
日
に
消
防
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
十
二
日
の
消
防
大
会
は
雨
に
降

ら
れ
、
町
民
体
育
館
の
中
で
の
開

催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本

来
は
規
律
訓
練
・
ポ
ン
ブ
走
法
な

ど
行
う
の
で
◎
が
、

．
」
の
日
は
＼

無
火
災
部
落
の
表
彰
な
ど
式
典
が

主
な
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
お
盆
や
祭
り
な
ど
人

の
大
勢
集
ま
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
火
の
元
に
注
意
し
て
、
魚

火
災
の
日
が
皿
臼
も
長
く
続
く
よ

う
努
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く
だ
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い
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、
ず

魑
糞
、

ぜ二、rl’．7際㌣

ギ，ピ㌧ざ

1、i娘転

蟻鰹1、勲ゼ「＼ご

町中の消防団員が町民体育館に
　　　　　　かしり集合！「団長に頭～中！」

」

2
外
国
人
講
師
を
招
い
て
英
語
学
習

ジーンさんから授業を受ける1年生

　　みんな緊張ぎみかな？

　
松
之
山
中
学
校
で
は
、
英
語
の

基
礎
学
習
力
の
向
上
と
、
生
の
英

語
に
接
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
を

目
的
に
、
四
月
か
ら
二
週
間
に
皿

回
外
国
人
講
師
を
招
い
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

　
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
方

は
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
r
バ
ー
出

身
で
、
現
在
中
頸
城
郡
板
倉
町
に

住
ん
で
い
る
ジ
ー
ン
・
幽
下
さ
ん

で
す
。
こ
の
万
は
臼
本
入
の
だ
ん

松
之
山
中
学
校

な
さ
ん
と
二
人
の
子
供
さ
ん
と
共

に
来
臼
中
で
、
普
段
は
農
業
を
し

て
い
る
そ
う
で
弓
。

　
二
週
間
に
心
農
の
割
り
合
い
で

授
業
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
　
』
日

’
で

年
生
か
ら
三
葺
生
ま
で
教
え

て
行
か
れ
ま
◎
。

　
さ
て
、
授
業
の
様
了
は
と
い
い

ま
◎
と
、
ジ
ー
ン
さ
ん
は
日
本
語

が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
の
で
、
最

初
か
ら
最
後
ま
で
英
語
に
よ
る
会

品
と
な
り
ま
弓
。
生
徒
た
ち
は
や

や
緊
張
ぎ
み
に
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
が
、
次
第
に
馴
れ
て
来
た

み
た
い
で
弓
。

　
だ
ん
だ
ん
国
際
化
す
る
社
く
云
に

対
応
し
て
行
か
れ
る
よ
う
、
今
の

う
ち
か
ら
塁
礎
英
語
の
学
習
力
を

高
め
る
た
め
．
こ
の
機
会
を
十
分

沽
用
し
て
は
し
い
と
思
い
ま
◎
。

ん
な
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た
よ
～
！

　
七
月
十
四
日
、
町
民
体
育
館
で

買
之
山
保
育
所
の
運
動
会
が
行
わ

れ
、
色
ρ
な
競
技
や
踊
り
に
頑
張

り
ま
し
た
。

　
父
田
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

見
守
る
中
、
日
頃
練
習
し
た
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
、
ひ
と
つ
び
と

つ
の
レ
ー
ス
に
一
生
け
ん
命
の
子

供
た
ち
で
し
た
。
中
で
も
親
子
レ

ー
ス
な
ど
は
、
園
児
よ
り
も
お
田

さ
ん
た
ち
の
万
が
張
り
切
っ
て
い

る
み
た
い
で
、
子
供
た
ち
が
圧
倒

さ
れ
る
場
面
も
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
ま

し
た
。

　
非
常
に
沢
山
の
フ
ロ
ワ
ラ
ム
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
上
手

に
出
来
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
れ

た
先
生
万
、
本
当
に
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。

　
松
里
・
布
川
・
浦
田
の
各
保
育

園
で
も
、
に
ぎ
や
か
な
運
動
会
が

実
施
、
又
は
計
画
さ
れ
て
い
ま
ず
。

松
之
山
保
育
所
運
動
会

大人のつな引きに負けない迫力！

4
ま
た
ま
た
女
性
チ
ー
ム
が
上
位
を
独
占

　
　
　
　
　
　
　
－
塊
4
．
虚
層

雛鋤藁据
会場いっばいの参加者

　
七
月
二
十
二
日
の
夕
万
か
ら
夜

に
か
け
て
、
第
三
回
町
民
つ
な
引

き
大
会
が
行
わ
れ
、
男
女
合
わ
せ

て
三
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
回
を
追
う
ご
と
に
盛
大
と
な
っ

て
い
る
こ
の
大
会
で
す
が
、
こ
の

日
も
選
手
・
応
援
の
人
達
で
広
い

体
育
館
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。

　
さ
て
大
会
の
万
は
ど
う
な
っ
た

か
と
い
い
ま
す
と
．
前
回
の
反
省

か
ら
女
性
を
二
人
減
ら
し
て
一
チ

ー
ム
十
天
に
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
前
回
同
様
女
性
チ
ー
ム
が

上
位
（
四
位
ま
で
）
を
独
占
し
ま

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
　
「
何
と

い
う
強
さ
で
し
よ
う
四

主
催
者
側
と
し
て
は
．
ま
た
く

検
討
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
会
を
見
て
感
じ
た
事
は
、
女

性
チ
ー
ム
が
九
チ
ー
ム
も
出
場
し

て
華
や
か
に
な
っ
た
の
と
．
練
習

し
て
い
る
チ
ー
ム
は
、
や
は
り
強

第
三
回
町
民
つ
な
引
き
大
会

い
。
次
の
大
会
に
備
え
て
練
習
し
、

女
性
に
負
け
な
い
チ
ー
ム
作
り
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
成
績
表

優
勝

準
優
勝
ユ
位

四
位

ミ
セ
ス
島
　
（
天
水
島
）

鉄
腕
マ
ド
ン
ナ
（
刀
）

カ
ル
ガ
モ
姉
妹
（
布
川
）

ミ
セ
ス
山
の
神
（
松
之

山
）

男
性
チ
ー
ム
の
中
で
一
番
強
か
っ

た
の
は
、
天
水
島
チ
r
ム
で
し
た
。

女性チームに負けるなよ一！

幽β

㌧
鎚

駕



ー
8
N
l

まつのやま（ゆ（mまつのやま

まだまだ者い者」ごは負♂ナらんねえ

第
二
回
松
之
山
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
今
年
で
二
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
七

月
一
日
、
総
合
休
育
館
と
町
民
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
多
く
の
お
年
寄

り
が
参
加
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
は
、
地
区
対
抗
の
室

内
競
技
と
地
区
、
ま
た
は
部
落
チ

ー
ム
編
成
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
行
わ
れ
、
八
月
二
十
日
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
郡
大
会

の
予
選
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
地
区
対
抗
の
室
内
競
技
は
、
タ

ル
こ
ろ
が
し
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、

男
女
混
合
リ
レ
ー
な
ど
六
種
日
の

合
計
得
点
で
順
位
が
決
め
ら
れ
ま

す
が
、
今
年
は
各
種
目
に
平
均
し

た
力
を
見
せ
た
松
之
山
地
区
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
毎
年

上
位
に
顔
を
見
せ
て
い
る
大
荒
戸

チ
ー
ム
が
湯
山
チ
ー
ム
を
下
し
て

優
勝
し
ま
し
た
。
全
休
的
に
高
齢

者
大
会
と
思
え
な
い
活
発
で
に
ぎ

や
か
な
大
会
で
し
た
。
老
人
。
ハ
ワ

ー
ま
す
ま
す
旺
盛
！

「なかなか真っすぐ転がらねえなqタル転がし

リレーから

こ
ん
な
と
き
は
電
話
局
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
T
T

▼
相
続
な
ど
で
電
話
の
椛
利
を
引

き
継
ぐ
と
き

　
電
話
局
に
備
え
て
あ
る
「
加
人

　
継
承
届
書
」
に
記
人
押
印
し
必

　
要
書
類
を
そ
え
て
、
相
続
な
ど

　
の
事
実
が
発
生
し
た
日
か
ら
六

　
カ
月
以
内
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
用
意
す
る
も
の
（
相
続
の
場
合
）

　
旧
契
約
者
と
相
続
人
と
の
相
続

　
関
係
が
証
明
さ
れ
る
戸
籍
謄
本

　
（
又
は
抄
本
）
と
相
続
人
の
印

　
鑑
．
手
続
き
費
用
（
無
料
）

▼
電
話
の
権
利
を
譲
渡
し
た
い
と

　
き
G

　
電
話
局
に
備
え
て
あ
る
　
　
ー

　
加
入
権
譲
渡
承
認
請
求
書
」
に
、

ま電話の新設・移転

　116番へ
電話の故障は

　113番へ
お気軽に！

安
塚
電
話
局

新
・
旧
の
ご
契
約
者
が
連
署
押

印
し
、
必
要
書
類
を
そ
え
て
受

　
け
持
ち
の
電
話
局
へ
提
出
く
だ

　
さ
い
。

●
用
意
す
る
も
の

　
・
譲
り
渡
す
方
　
（
旧
契
約
者
）

　
印
鑑
証
明
書
（
三
ヵ
月
以
内
の

　
も
の
）
と
そ
の
印
鑑
免

・
譲
り
受
け
る
方
（
新
契
約
者
）

印
鑑
と
住
民
票
蓮
転
免
許
証
・

　
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
な
ど
、
契

　
約
者
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で

　
き
る
も
の
．

※
譲
渡
で
き
な
い
電
話
も
あ
り
ま

　
す
。
受
け
持
ち
の
冠
話
局
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

11⑨N

▼
総
合
成
績
λ
室
内
）

』五．1川三二一一
｛立位｛立位イ立

松
之
山
地
区

三
省
地
区

松
里
地
区

布
川
地
区

浦
田
地
区

二
五
〇
点

二
一
〇
点

一
八
O
点

一
’
三
〇
点

一
三
〇
点

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
勝
大
荒
戸
チ
ー
ム

　
　
　
湯
山
チ
ー
ム

三
位
水
梨
チ
ー
ム

四
位
川
手
チ
ー
ム

　
　
榊

暴
蝋、貿

、
試聖》

グランドでは暑い中ゲートボール大会が行われ

ました。

8月15日“ヤングフエスティパル87，，
　
松
之
山
に
住
ん
で
い
る
若
者
も
、

こ
こ
を
離
れ
て
頑
張
っ
て
い
る
若

者
も
“
ふ
る
さ
と
”
を
愛
す
る
気

持
ち
は
変
わ
ら
な
い
。

　
お
盆
に
仲
間
が
帰
え
っ
て
来
る
。

お
互
い
の
元
気
な
顔
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
事
を
話
し
て
み
る
の

も
い
い
な
あ
。
家
に
ば
っ
か
り
居

る
の
も
つ
ま
ら
な
い
し
。

　
松
之
山
の
青
年
達
が
、
お
盆
の

十
五
日
に
“
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
87
”
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

青
年
と
町
出
身
の
青
年
が
交
流
を

深
め
る
機
会
を
も
う
け
、
町
の
発

展
と
故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
仲
間
を
誘
っ
て
来
て
下
さ
い
。

飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
事
う
け
あ
い
で
す
。

◎
八
月
十
五
日
　
午
後
六
時
よ
り

◎
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト
（
雨
天
時
体
育
館
）

◎
参
加
費

羅
霧
、
一
、
一
珊
。
。
。
。
叩

風
摯
。五
。。
。
。
朋

芙ぎ喜歓聖夫の梨水

No．2

　
日
本
で
は
、
欧
米
諸
国
の
よ
う

に
唯
一
絶
体
神
を
祀
る
信
仰
と
は

い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
、
身
辺

そ
の
例
を
多
く
の
石
仏
に
も
み
る

こ
と
が
で
き
る
．

に
さ
ま
ざ
ま
な
神
や
仏
を
祀
る
が
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
町
内
に

み
ら
れ
る
男
女
二
神
の
仲
む
つ
ま

じ
い
双
休
道
祖
神
も
牲
信
仰
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
生
殖
の
不
思
議
な

霊
力
に
よ
っ
て
豊
作
を
期
待
し
、

悪
霊
を
払
う
と
い
う
素
朴
な
信
仰

で
あ
る
．

　
道
祖
神
で
は
な
い
が
、
水
梨
の

白
山
神
社
の
境
内
に
は
珍
し
い
「
大

聖
歓
喜
天
」
が
み
ら
れ
る
。
略
し

て
歓
喜
天
ど
呼
ば
れ
る
こ
の
神
は

夫
婦
和
八
・
、
チ
授
け
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
る
性
信
仰
の
ひ
ど
つ
で

あ
る
。

　
歓
喜
と
は
性
交
の
極
致
を
現
わ

し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
姿
は
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
饗
・

民
問
信
仰
に
は
、
怖
を
神
格
化
し

た
も
の
が
少
く
な
い
。
男
牲
の
シ

ン
ボ
ル
を
神
体
と
す
る
金
精
様
は

二
神
の
抱
擁
像
で
現
わ
さ
れ
る
。

水
梨
の
歓
喜
天
は
文
学
碑
で
あ
る
。

し
か
し
全
国
的
に
も
石
仏
と
し
て

の
歓
喜
大
は
少
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
か
ら
貴
重
な
石
仏
と
い
え
る
。

た
だ
水
梨
の
歓
喜
天
は
「
歓
」
の

字
が
「
観
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
製
作
の
際
石
工
が
問
違
え
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
意
識
的
紅
「
観
」

と
彫
っ
た
も
の
か
。
意
識
的
に
彫

っ
た
と
し
た
ら
、
水
梨
の
歓
喜
天

は
「
の
ぞ
き
」
専
門
の
神
で
あ
り
、

他
に
例
を
み
な
い
、
日
本
で
唯
一

の
貴
重
な
「
大
聖
観
喜
天
」
で
は

あ
る
．

水梨白山神社境内にひっそりと建てられて

いる「大聖歓喜天」の石仏
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大
会

　
今
年
で
二
回
目
を
迎
え
た
松
之

山
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
七

月
一
日
、
総
合
休
育
館
と
町
民
グ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
多
く
の
お
年
寄

り
が
参
加
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
は
、
地
区
対
抗
の
室

内
競
技
と
地
区
、
ま
た
は
部
落
チ

ー
ム
編
成
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
行
わ
れ
、
八
月
二
十
日
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
郡
大
会

の
予
選
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
地
区
対
抗
の
室
内
競
技
は
、
タ

ル
こ
ろ
が
し
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、

男
女
混
合
リ
レ
ー
な
ど
六
種
日
の

合
計
得
点
で
順
位
が
決
め
ら
れ
ま

す
が
、
今
年
は
各
種
目
に
平
均
し

た
力
を
見
せ
た
松
之
山
地
区
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
毎
年

上
位
に
顔
を
見
せ
て
い
る
大
荒
戸

チ
ー
ム
が
湯
山
チ
ー
ム
を
下
し
て

優
勝
し
ま
し
た
。
全
休
的
に
高
齢

者
大
会
と
思
え
な
い
活
発
で
に
ぎ

や
か
な
大
会
で
し
た
。
老
人
。
ハ
ワ

ー
ま
す
ま
す
旺
盛
！

「なかなか真っすぐ転がらねえなqタル転がし

リレーから

こ
ん
な
と
き
は
電
話
局
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
T
T

▼
相
続
な
ど
で
電
話
の
椛
利
を
引

き
継
ぐ
と
き

　
電
話
局
に
備
え
て
あ
る
「
加
人

　
継
承
届
書
」
に
記
人
押
印
し
必

　
要
書
類
を
そ
え
て
、
相
続
な
ど

　
の
事
実
が
発
生
し
た
日
か
ら
六

　
カ
月
以
内
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
用
意
す
る
も
の
（
相
続
の
場
合
）

　
旧
契
約
者
と
相
続
人
と
の
相
続

　
関
係
が
証
明
さ
れ
る
戸
籍
謄
本

　
（
又
は
抄
本
）
と
相
続
人
の
印

　
鑑
．
手
続
き
費
用
（
無
料
）

▼
電
話
の
権
利
を
譲
渡
し
た
い
と

　
き
G

　
電
話
局
に
備
え
て
あ
る
　
　
ー

　
加
入
権
譲
渡
承
認
請
求
書
」
に
、

ま電話の新設・移転

　116番へ
電話の故障は

　113番へ
お気軽に！

安
塚
電
話
局

新
・
旧
の
ご
契
約
者
が
連
署
押

印
し
、
必
要
書
類
を
そ
え
て
受

　
け
持
ち
の
電
話
局
へ
提
出
く
だ

　
さ
い
。

●
用
意
す
る
も
の

　
・
譲
り
渡
す
方
　
（
旧
契
約
者
）

　
印
鑑
証
明
書
（
三
ヵ
月
以
内
の

　
も
の
）
と
そ
の
印
鑑
免

・
譲
り
受
け
る
方
（
新
契
約
者
）

印
鑑
と
住
民
票
蓮
転
免
許
証
・

　
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
な
ど
、
契

　
約
者
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で

　
き
る
も
の
．

※
譲
渡
で
き
な
い
電
話
も
あ
り
ま

　
す
。
受
け
持
ち
の
冠
話
局
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

11⑨N

▼
総
合
成
績
λ
室
内
）

』五．1川三二一一
｛立位｛立位イ立

松
之
山
地
区

三
省
地
区

松
里
地
区

布
川
地
区

浦
田
地
区

二
五
〇
点

二
一
〇
点

一
八
O
点

一
’
三
〇
点

一
三
〇
点

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
勝
大
荒
戸
チ
ー
ム

　
　
　
湯
山
チ
ー
ム

三
位
水
梨
チ
ー
ム

四
位
川
手
チ
ー
ム

　
　
榊

暴
蝋、貿

、
試聖》

グランドでは暑い中ゲートボール大会が行われ

ました。

8月15日“ヤングフエスティパル87，，
　
松
之
山
に
住
ん
で
い
る
若
者
も
、

こ
こ
を
離
れ
て
頑
張
っ
て
い
る
若

者
も
“
ふ
る
さ
と
”
を
愛
す
る
気

持
ち
は
変
わ
ら
な
い
。

　
お
盆
に
仲
間
が
帰
え
っ
て
来
る
。

お
互
い
の
元
気
な
顔
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
事
を
話
し
て
み
る
の

も
い
い
な
あ
。
家
に
ば
っ
か
り
居

る
の
も
つ
ま
ら
な
い
し
。

　
松
之
山
の
青
年
達
が
、
お
盆
の

十
五
日
に
“
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
87
”
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
る

青
年
と
町
出
身
の
青
年
が
交
流
を

深
め
る
機
会
を
も
う
け
、
町
の
発

展
と
故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
仲
間
を
誘
っ
て
来
て
下
さ
い
。

飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
事
う
け
あ
い
で
す
。

◎
八
月
十
五
日
　
午
後
六
時
よ
り

◎
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス

　
コ
ー
ト
（
雨
天
時
体
育
館
）

◎
参
加
費

羅
霧
、
一
、
一
珊
。
。
。
。
叩

風
摯
。五
。。
。
。
朋

芙ぎ喜歓聖夫の梨水

No．2

　
日
本
で
は
、
欧
米
諸
国
の
よ
う

に
唯
一
絶
体
神
を
祀
る
信
仰
と
は

い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
、
身
辺

そ
の
例
を
多
く
の
石
仏
に
も
み
る

こ
と
が
で
き
る
．

に
さ
ま
ざ
ま
な
神
や
仏
を
祀
る
が
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
町
内
に

み
ら
れ
る
男
女
二
神
の
仲
む
つ
ま

じ
い
双
休
道
祖
神
も
牲
信
仰
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
生
殖
の
不
思
議
な

霊
力
に
よ
っ
て
豊
作
を
期
待
し
、

悪
霊
を
払
う
と
い
う
素
朴
な
信
仰

で
あ
る
．

　
道
祖
神
で
は
な
い
が
、
水
梨
の

白
山
神
社
の
境
内
に
は
珍
し
い
「
大

聖
歓
喜
天
」
が
み
ら
れ
る
。
略
し

て
歓
喜
天
ど
呼
ば
れ
る
こ
の
神
は

夫
婦
和
八
・
、
チ
授
け
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
る
性
信
仰
の
ひ
ど
つ
で

あ
る
。

　
歓
喜
と
は
性
交
の
極
致
を
現
わ

し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
姿
は
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
饗
・

民
問
信
仰
に
は
、
怖
を
神
格
化
し

た
も
の
が
少
く
な
い
。
男
牲
の
シ

ン
ボ
ル
を
神
体
と
す
る
金
精
様
は

二
神
の
抱
擁
像
で
現
わ
さ
れ
る
。

水
梨
の
歓
喜
天
は
文
学
碑
で
あ
る
。

し
か
し
全
国
的
に
も
石
仏
と
し
て

の
歓
喜
大
は
少
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
か
ら
貴
重
な
石
仏
と
い
え
る
。

た
だ
水
梨
の
歓
喜
天
は
「
歓
」
の

字
が
「
観
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
製
作
の
際
石
工
が
問
違
え
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
意
識
的
紅
「
観
」

と
彫
っ
た
も
の
か
。
意
識
的
に
彫

っ
た
と
し
た
ら
、
水
梨
の
歓
喜
天

は
「
の
ぞ
き
」
専
門
の
神
で
あ
り
、

他
に
例
を
み
な
い
、
日
本
で
唯
一

の
貴
重
な
「
大
聖
観
喜
天
」
で
は

あ
る
．

水梨白山神社境内にひっそりと建てられて

いる「大聖歓喜天」の石仏
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まつのやま（切

ゴ
、
・
、
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

　
「
い
ら
な
く
な
っ
た
ら
何
で
も

ゴ
、
、
、
と
し
て
出
せ
ば
い
い
」
と
い

う
考
え
方
を
し
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
前

に
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
生
ゴ
ミ
は
た
い
肥
に
使
え
な

い
か
と
か
、
水
切
り
は
よ
く
し
た

か
と
か
。
ま
た
、
こ
の
ゴ
ミ
は
他

に
使
え
な
い
か
（
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
フ
ォ
ー
ム
）
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
み
て
も
い
い
で
し
よ
う
。

　
日
常
の
生
活
を
ふ
り
返
り
①
物

を
大
切
に
す
る
②
む
だ
買
い
物
を

や
め
る
③
知
恵
と
工
夫
で
再
利
用

す
る
④
ゴ
ミ
を
正
し
く
出
す
こ
と

を
み
ん
な
が
心
が
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
ゴ
、
、
・
も
ず
い
分
減
り
、
環
境

も
悪
化
せ
ず
に
す
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ゴミ収集を

やっている人の声

轍琢靴蓄

ゴミめ区分と出し方
の　 種　 類’　　　出　　　　【、　　出　　　　し　　　　方

●可燃物は、丈夫な袋やダンボール箱

　（ミカン箱大まで）に人れて口をヒモ

　でしっかりしばってください．

●台所のゴミ等、水分の多いゴミは、

　水分をよく・切って、さらに新聞紙等

　に包んでから袋に人れてください。

　（出すゴミは、1個8kg以ドに）

●人きいゴミは、つぶしたり切ったり

　して6（》cm以内にしてください。

●燃やせるゴミと金属類0）ついている

　、（複合）製品は、燃やせるゴミの部分

　た’け出してください。

、
、
、

ゴ

●台所のゴミ

●再生o）きかない紙くず

●衣類・皮製11’1

●不燃物は、丈夫な袋やタ“ンボール粁1

　（ミカン箱大まで）に人れ、収集運搬

　に危険σ）ないようにしてくた’さい、、

●金属と木・プラスチック 等でできて
　いる辱勿は、金属部分だけにしてlllし

　てくノごさいσ

●ブリキ・トタン等は、60cm以ドにお

　りたたんでください。

●空カン等は、丈夫な袋に入れて口を

　よくしぼってくた‘さい。

●2人で頭トヘさしトげられる看8，1度の

　もo）。

●プラスチック製ilIII（洗斉II・ジュース等

　0）容器、マルチは含みません）

●ガラス・せと物（さら・植木鉢等）

●ビン類（ジュース・酒等）

●小型家庭電化製，V，（掃除機・電気コ

　ンロ等）

●ゴ’ム製1協（長ぐつ等・タイヤは・受け

　イ寸けませ／し）

●空カン（スプレー等爆発σ）危険性σ）

　ある午勿は、）kをノ）けるカ・、垂袋を｛友い

　てガスを完全に抜いてから出してく

　ださい）

●ブリキ・トタン

●金属類（ナベ・ヤカン等）

●人型で頭LへさしLげられない製品
　（テレビ・次蔵珂｛等）

●肖も、中　●家具

燃
え
る
認
ミ
、
（
驚
・
轍
溜
蜘
り

燃
え
灘
勝
ゴ
選
（
茶
燃
蜘
》

資
　
　
、
灘
・
　
ー
ゴ
・
　
書
、

・
契
訂
ミ

粘瞥無り

総鞭露諺
漁惚伽＾地嘱

《
，彦芝に猫「融ざノく。炉い3久

でず」・飼い蛋ひ顔サ賑v、
、＼』坐吹・わと～、

ミ

存》ボ1け勘む’可
勺・姿Pお久uう℃、ず♂・

轄獅脚
、

無料

法務総合相談所

開設案内

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
相

続
．
家
庭
・
損
害
賠
償
・
い
じ
め

そ
の
他
の
日
常
生
活
の
心
配
で
お

困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か

ら
、
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
九
月
十
日
（
木
）

　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

　
　
　
時
ま
で

▽
と
こ
ろ

　
　
　
松
之
山
町
自
然
休
養
村

　
　
　
管
理
セ
ン
タ
i

▽
主
催

上
越
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
新
潟
地
方
法
務
局
上
越

支
局
松
之
山
町

κ権週向

9月9日は救急の日
　◎救急車を呼ぶときは……
　　　　　　　　　　　　　（分遣所からのお願い）

　消防署（分遣所）では、職員が24時間、いつでも出動で
きる態勢をとっています。
　交通事故や、急病などの思わぬ事態に出合った時は、分
遣所に連絡して下さい。
レ救急車を呼ぶとき
　H9番が通じたら、次のことをはっきり知らせて下さい。
（1）「火事」　「救急」の区別。

（2）来て欲しい場所。　（部落・屋号など）
（3）事故や病気の種類。

（4）患者の性別・年齢。

（5）患者が今どんな様子か。　（意識があるか、呼吸している
　か、出血があるか等）
（6）自分の名前。　‘部落と屋号でも良い）
レ救急車が到着するまで
　救急車が到着するまでにできれば次の事を行って下さい。
（1）必要な手当を続ける。
（2）保険証を準備する。

（3）救急車がわかるように表通りへ出る。
（4）かかりつけの医師に連絡する。
1》救急車が到着したら
　救急車が到着したら、救急隊員に次の事を伝えて下さい。
（1）到着するまでの患者の容態。
（2）応急手当の内容。
（3）持病があればその病名。
（4）連絡がとれていたら病院名。

　消防署では、応急手当等の講習会も行っています。講習
会の案内がありましたら、進んで参加しましょう。
　火事・救急・その他消防に関する事でわからないことが
ありましたら、連絡下さい。
　局番なしでH9をダイヤルすれぱ、湯山の分遣所へ直接
つながります。
「火事」「救急」以外の一般業務連絡は、6－2330へ電話し
て下さい。

誠．盤罫錫
蓼う？ん　　　増田知子さんの二男（豊　田）

慕畢子ちゃん　山岸正義さんの長女（松之山）

窄査ちゃん　　涌井信栄さんの長女（新　山）

真希ちゃん　　村山隆次さんの長女（松之山）

お《やみ（駕亡）

高橋　増吉さん　72歳（天水島）新べえ　ー

村山　佐市さん　75歳（湯　本）山根や

※6月26日から7月25日までの届出分です。

⑬まつのやま

さわ碗7，h君閣
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交通事故に注意！
　
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
人
は
、
七
月
二
十
六
日

で
一
〇
〇
人
と
な
り
前
年
よ
り
非

常
に
早
い
ぺ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
お
盆
に
か
け
て
帰
省

客
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、

車
の
数
も
非
常
に
増
加
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ま

た
起
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．
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●燃やせるゴミと金属類0）ついている

　、（複合）製品は、燃やせるゴミの部分

　た’け出してください。

、
、
、

ゴ

●台所のゴミ

●再生o）きかない紙くず

●衣類・皮製11’1

●不燃物は、丈夫な袋やタ“ンボール粁1

　（ミカン箱大まで）に人れ、収集運搬

　に危険σ）ないようにしてくた’さい、、

●金属と木・プラスチック 等でできて
　いる辱勿は、金属部分だけにしてlllし

　てくノごさいσ

●ブリキ・トタン等は、60cm以ドにお

　りたたんでください。

●空カン等は、丈夫な袋に入れて口を

　よくしぼってくた‘さい。

●2人で頭トヘさしトげられる看8，1度の

　もo）。

●プラスチック製ilIII（洗斉II・ジュース等

　0）容器、マルチは含みません）

●ガラス・せと物（さら・植木鉢等）

●ビン類（ジュース・酒等）

●小型家庭電化製，V，（掃除機・電気コ

　ンロ等）

●ゴ’ム製1協（長ぐつ等・タイヤは・受け

　イ寸けませ／し）

●空カン（スプレー等爆発σ）危険性σ）

　ある午勿は、）kをノ）けるカ・、垂袋を｛友い

　てガスを完全に抜いてから出してく

　ださい）

●ブリキ・トタン

●金属類（ナベ・ヤカン等）

●人型で頭LへさしLげられない製品
　（テレビ・次蔵珂｛等）

●肖も、中　●家具

燃
え
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、
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粘瞥無り

総鞭露諺
漁惚伽＾地嘱

《
，彦芝に猫「融ざノく。炉い3久

でず」・飼い蛋ひ顔サ賑v、
、＼』坐吹・わと～、

ミ

存》ボ1け勘む’可
勺・姿Pお久uう℃、ず♂・

轄獅脚
、

無料

法務総合相談所

開設案内

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
相

続
．
家
庭
・
損
害
賠
償
・
い
じ
め

そ
の
他
の
日
常
生
活
の
心
配
で
お

困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か

ら
、
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
九
月
十
日
（
木
）

　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

　
　
　
時
ま
で

▽
と
こ
ろ

　
　
　
松
之
山
町
自
然
休
養
村

　
　
　
管
理
セ
ン
タ
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▽
主
催

上
越
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
新
潟
地
方
法
務
局
上
越

支
局
松
之
山
町

κ権週向

9月9日は救急の日
　◎救急車を呼ぶときは……
　　　　　　　　　　　　　（分遣所からのお願い）

　消防署（分遣所）では、職員が24時間、いつでも出動で
きる態勢をとっています。
　交通事故や、急病などの思わぬ事態に出合った時は、分
遣所に連絡して下さい。
レ救急車を呼ぶとき
　H9番が通じたら、次のことをはっきり知らせて下さい。
（1）「火事」　「救急」の区別。

（2）来て欲しい場所。　（部落・屋号など）
（3）事故や病気の種類。

（4）患者の性別・年齢。

（5）患者が今どんな様子か。　（意識があるか、呼吸している
　か、出血があるか等）
（6）自分の名前。　‘部落と屋号でも良い）
レ救急車が到着するまで
　救急車が到着するまでにできれば次の事を行って下さい。
（1）必要な手当を続ける。
（2）保険証を準備する。

（3）救急車がわかるように表通りへ出る。
（4）かかりつけの医師に連絡する。
1》救急車が到着したら
　救急車が到着したら、救急隊員に次の事を伝えて下さい。
（1）到着するまでの患者の容態。
（2）応急手当の内容。
（3）持病があればその病名。
（4）連絡がとれていたら病院名。

　消防署では、応急手当等の講習会も行っています。講習
会の案内がありましたら、進んで参加しましょう。
　火事・救急・その他消防に関する事でわからないことが
ありましたら、連絡下さい。
　局番なしでH9をダイヤルすれぱ、湯山の分遣所へ直接
つながります。
「火事」「救急」以外の一般業務連絡は、6－2330へ電話し
て下さい。

誠．盤罫錫
蓼う？ん　　　増田知子さんの二男（豊　田）

慕畢子ちゃん　山岸正義さんの長女（松之山）

窄査ちゃん　　涌井信栄さんの長女（新　山）

真希ちゃん　　村山隆次さんの長女（松之山）

お《やみ（駕亡）

高橋　増吉さん　72歳（天水島）新べえ　ー

村山　佐市さん　75歳（湯　本）山根や

※6月26日から7月25日までの届出分です。

⑬まつのやま
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交通事故に注意！
　
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
人
は
、
七
月
二
十
六
日

で
一
〇
〇
人
と
な
り
前
年
よ
り
非

常
に
早
い
ぺ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
お
盆
に
か
け
て
帰
省

客
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、

車
の
数
も
非
常
に
増
加
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ま

た
起
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．
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新潟の観光情報

。；、れあいスタンド

県
で
は
、
七
月
二
十
日
よ
h
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
観
光
案
内
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
潟
を
旅
し
て
い
た

だ
く
方
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
よ

り
楽
し
い
旅
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
県
内
一
〇
六
カ
所
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
道
順
な
ど
の
観
光

案
内
を
す
る
も
の
で
す
．
。
ハ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
出
掛
け
ら
れ

た
と
き
な
ど
「
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン

ド
」
を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
看
板
が
目
印
で
す
．

な
お
、
松
之
山
町
に
お
け
る
ふ

れ
あ
い
ス
タ
ン
ド
は
、
　
「
松
之
山

町
農
協
給
油
所
」
電
話
六
－
二
．
．

三
〇
で
す
。

年中組
懲
響
・

いしづかよしみさん
とうもろこしとトマトとメロン

うえだひろしくん

鴛
レ
ろ
－

とうもろこしとトマト

凱嵐謄

響身
亀
潮
学

たけうちえみさん
かにさんを書きました
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、

鳳
圃

▼
七
月
の
で
き
ご
と

　
第
、
一
岡
高
齢
者
ス
ポ
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ツ

　
大
会

5
u
　
来
頸
城
郡
占
年
大
会

6
目
　
し
イ
　
メ
ノ
　
ド
　
し

12

H
　
松
之
由
町
消
防
大
会

18

H
　
浦
田
夏
の
か
ま
く
ら
塾

　
（
B
U
ま
で
」

22

H
　
町
民
っ
な
引
き
大
会

24

H
2726
11目

移町
動民
｛卜休

金育
相大
｝りく　／へ
匹1火　　≠．く

29

H

▼
八
月
の
予
定

5
H

O
ー
　
．
1
・
；
．
丈

　
ヒ
　
ゆ
エ
し

　
補
予
定
者
説
明
会

24

H
　
選
挙
告
．
小
（
萌
候
補
届
）

29

H
投
県
H

八
月
に
人
っ
て
も
梅
雨
明
け
官
．

．
．
．
．
H
が
さ
れ
な
い
と
い
う
不
順
な
．
大

候
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
体
調
の
方
は
い
か
が
で
し
よ
う

か
？
　
こ
の
不
順
な
．
大
候
の
お
か

げ
で
、
せ
っ
か
く
準
捕
し
た
町
民

体
育
大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
残
八
，
心
な
〃
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
種
目
も
あ
っ
た
り
し
て
、

地
区
に
よ
っ
て
は
か
な
り
練
習
を

積
ん
だ
所
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
年
の
分
は
未
年
ま
と
め
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
．

も
う
す
ぐ
お
盆
が
来
ま
す
。
町

の
人
H
が
い
っ
き
に
ふ
く
れ
あ
が

り
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
屯
も
急
に

増
加
し
て
町
が
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
ド
婦
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
あ
ま
り
あ
り
が
た
く

な
い
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
！
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美人林での成人式　．　　19879月号（，、1、，）

9月1日現在　□総人口4，168人（±0）□男2，039人（＋3）□女2」29人（一3）□世帯数1・229戸（一2〉

（）内は8月1日との比較


